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1. 2022年12月期第3四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 7,665 △31.3 △47 ― △44 ― △170 ―

2021年12月期第3四半期 11,155 2.0 17 ― 33 ― 65 ―

（注）包括利益 2022年12月期第3四半期　　△160百万円 （―％） 2021年12月期第3四半期　　67百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第3四半期 △12.78 ―

2021年12月期第3四半期 4.88 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 12,823 5,838 45.5

2021年12月期 14,704 6,098 41.5

（参考）自己資本 2022年12月期第3四半期 5,838百万円 2021年12月期 6,098百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

2022年12月期 ― 0.00 ―

2022年12月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,700 ― △140 ― △150 ― △280 ― ―

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期3Q 13,869,200 株 2021年12月期 13,869,200 株

② 期末自己株式数 2022年12月期3Q 503,210 株 2021年12月期 512,120 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期3Q 13,362,408 株 2021年12月期3Q 13,352,788 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見込み等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。詳細は、「第４　[経理の状況] １[四半期連結財務諸表] [注記事項]（会計方針の変更）」を

ご参照ください。

　当第3四半期連結累計期間（2022年1月1日～2022年9月30日）における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のための取組やワクチン接種が進んだことにより、活動制限も徐々に緩和し一部持ち直しの動きがあるも

のの、急激な円安進行や原材料価格の上昇およびエネルギー価格の高騰による物価上昇等、引き続き、不透明な状

況が続いております。

　このような状況の中で、当社グループの当第3四半期連結累計期間につきまして、工業用コーヒーにおいては、

主要取引先の一部において取引が減少したことにより、売上高、取扱数量ともに昨年を下回りました。

　業務用コーヒーにつきましては、取引先が外食店中心であることから、コロナの影響を最も受ける業態であるも

のの、活動制限の緩和によりコロナ禍で大きく減少した需要の一部持ち直しによる販売増や、新しい生活様式に基

づく消費者需要の変化への適応による伸長等により、売上高、取扱数量ともに昨年を上回ることとなりました。

　以上の取組の結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は7,665百万円（前年同四半期比31.3%減）となりまし

た。また、利益面ではコスト上昇の影響もあり、営業損失は47百万円、経常損失は44百万円、親会社株主に帰属す

る四半期純損失は170百万円となりました。

　なお、冒頭に触れた、「収益認識に関する会計基準」等の適用により、当第3四半期連結累計期間の売上高は

3,727百万円減少し、営業利益は8百万円減少しております。

（２）財政状態に関する説明

①　資産の部

　流動資産は、前連結会計年度末より1,676百万円減少し、7,155百万円となりました。主な要因は、現金及び預金

が1,248百万円、受取手形及び売掛金が414百万円、原材料及び貯蔵品が333百万円減少したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末より204百万円減少し、5,667百万円となりました。主な要因は、有形固定資産が

157百万円、無形固定資産が8百万円、投資その他の資産が37百万円減少したことによります。

　この結果、当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より1,880百万円減少し、12,823百万円と

なりました。

②　負債の部

　流動負債は、前連結会計年度末より1,015百万円減少し、4,010百万円となりました。主な要因は、支払手形及び

買掛金が416百万円、未払金が495百万円、未払消費税等が52百万円減少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末より605百万円減少し、2,974百万円となりました。主な要因は、長期借入金が

606百万円、資産除去債務が11百万円減少し、退職給付に係る負債が13百万円増加したことによります。

　この結果、当第3四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末より1,620百万円減少し、6,985百万円と

なりました。

③　純資産の部

　当第3四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末より260百万円減少し、5,838百万円となりました。

この結果、当第3四半期連結会計期間末の自己資本比率は45.5%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年5月13日に公表しました「2022年12月期第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定として

おりました2022年12月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響による売上への影

響に加えて、コーヒー相場および為替ならびにエネルギーコストの上昇等のコスト面での先行きが見通せず、当

社グループの業績に与える影響額を算定することが極めて困難であるため未定としておりましたが、国内の経済

活動の正常化への動きおよび当期に与えるコスト上昇要因の影響額が概ね見通せたことにより、当第3四半期決算

の公表に併せて発表いたします。

　なお、上記の業績予想は、現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,798,022 3,549,068

受取手形及び売掛金 2,832,303 2,417,691

商品及び製品 401,318 364,200

仕掛品 12,425 35,204

原材料及び貯蔵品 703,529 370,416

その他 85,187 419,597

貸倒引当金 △478 △467

流動資産合計 8,832,308 7,155,711

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,040,349 4,049,269

減価償却累計額 △2,343,854 △2,417,721

減損損失累計額 △10,935 △10,935

建物及び構築物（純額） 1,685,559 1,620,612

機械装置及び運搬具 5,217,101 5,280,726

減価償却累計額 △3,231,551 △3,412,510

減損損失累計額 △246 △246

機械装置及び運搬具（純額） 1,985,303 1,867,969

土地 1,639,318 1,639,318

リース資産 12,741 12,741

減価償却累計額 △6,583 △6,583

減損損失累計額 △6,158 △6,158

リース資産（純額） 0 0

建設仮勘定 125,143 143,143

その他 416,156 424,472

減価償却累計額 △328,220 △331,125

減損損失累計額 △51,168 △50,110

その他（純額） 36,766 43,235

有形固定資産合計 5,472,091 5,314,280

無形固定資産

ソフトウエア 69,490 60,565

無形固定資産合計 69,490 60,565

投資その他の資産

投資有価証券 78,539 82,811

繰延税金資産 123,219 16,479

その他 130,182 195,245

貸倒引当金 △1,435 △1,435

投資その他の資産合計 330,505 293,101

固定資産合計 5,872,087 5,667,946

資産合計 14,704,396 12,823,658

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,244,560 2,827,682

短期借入金 725,000 725,000

未払金 762,679 266,941

未払法人税等 74,632 1,561

未払消費税等 52,704 －

賞与引当金 34,889 80,378

資産除去債務 18,987 18,065

その他 112,202 90,912

流動負債合計 5,025,656 4,010,541

固定負債

長期借入金 3,281,250 2,675,000

役員退職慰労引当金 8,772 9,926

退職給付に係る負債 237,081 250,169

資産除去債務 11,330 －

その他 41,698 39,466

固定負債合計 3,580,131 2,974,562

負債合計 8,605,788 6,985,104

純資産の部

株主資本

資本金 2,509,743 2,514,211

資本剰余金 3,694,280 3,689,954

利益剰余金 404,648 125,583

自己株式 △500,421 △491,713

株主資本合計 6,108,250 5,838,036

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △9,641 518

その他の包括利益累計額合計 △9,641 518

純資産合計 6,098,608 5,838,554

負債純資産合計 14,704,396 12,823,658
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（単位：千円）

 前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　至　2021年9月30日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　至　2022年9月30日)

売上高 11,155,636 7,665,217

売上原価 9,383,148 5,983,342

売上総利益 1,772,487 1,681,874

販売費及び一般管理費 1,755,302 1,729,011

営業利益又は営業損失（△） 17,185 △47,137

営業外収益

受取利息 262 573

受取配当金 433 1,313

受取補償金 － 11,244

助成金収入 31,047 485

その他 15,960 8,923

営業外収益合計 47,702 22,540

営業外費用

支払利息 22,862 20,032

持分法による投資損失 4,290 －

その他 4,407 72

営業外費用合計 31,560 20,104

経常利益又は経常損失（△） 33,327 △44,700

特別利益

関係会社株式売却益 － 7,390

特別利益合計 － 7,390

特別損失

固定資産除却損 2,437 15,290

特別退職金 78,680 －

特別損失合計 81,117 15,290

税金等調整前四半期純損失（△） △47,790 △52,601

法人税、住民税及び事業税 23,972 △7,617

法人税等調整額 △136,974 125,733

法人税等合計 △113,002 118,116

四半期純利益又は四半期純損失（△） 65,212 △170,717

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
65,212 △170,717

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　至　2021年9月30日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　至　2022年9月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 65,212 △170,717

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,760 10,159

その他の包括利益合計 2,760 10,159

四半期包括利益 67,973 △160,558

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 67,973 △160,558

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用の算定については、当第3四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採

用しております。

　また、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を用いた計算をしております。

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下の通りであります。

（１）製品及び商品の売上高は、従来、出荷時点で収益を認識しておりましたが、着荷時に収益を認識する方法

に変更しております。

（２）当社は得意先から支給部材を仕入、加工を行った上で加工費等を支給部材価格に上乗せして加工製品を当

該得意先に対して販売する取引を行っております。従来は、連結損益計算書上、売上高と売上原価を総額表示し

ておりましたが、売上高と売上原価を純額表示するとともに、当該支給部材を棚卸資産として認識せず、有償支

給取引に係る資産を認識しております。

（３）リベート等の顧客に支払われる対価は、従来、販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、取引

価格から減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は3,727,618千円減少、売上原価は3,679,453千円減少、販売費及

び一般管理費は40,142千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ8,021千円減少

しております。

　なお、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

　「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3月31日）第28-15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年7月4日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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